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ラニチジン錠 75mg「ツルハラ」 
使用上の注意改訂のお知らせ 

ラニチジン錠 150mg「ツルハラ」 

 
 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるラニチジン錠 75mg「ツルハラ」・ラニチジン錠 150mg「ツルハラ」の使用

上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 

 

◆「相互作用」の項を下記のとおり改訂致します。（   部削除） 

改  訂  後 現   行 

（３）相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

クマリン系抗
凝血剤 
ワルファリ 
ンカリウム 

これらの薬剤のプ
ロトロンビン時間
に変動を来たした
との報告がある。ク
マリン系抗凝血剤
を本剤と併用する
場合は、プロトロン
ビン時間の変動に
注意し、異常が認め
られた場合には投
与量の調節や投与
中止などの適切な
処置を行うこと。 

本剤のCYP450
に対する阻害
作用により、ク
マリン系抗凝
血剤の代謝を
阻害する。 

トリアゾラム トリアゾラムの吸
収が増大する可能
性があるため、異常
が認められた場合
には投与量の調節
や投与中止などの
適切な処置を行う
こと。 

本剤の胃酸分
泌抑制作用に
より胃内pHが
上昇すること
で、これらの薬
剤のバイオア
ベイラビリテ
ィに影響を及
ぼすと考えら
れる。 
 

アタザナビル 
ゲフィチニブ 

これらの薬剤の吸
収が低下する可能
性があるため、異常
が認められた場合
には投与量の調節
や投与中止などの
適切な処置を行う
こと。 

 

（３）相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

クマリン系抗
凝血剤 
ワルファリ 
ンカリウム 

これらの薬剤のプ
ロトロンビン時間
に変動を来たした
との報告がある。ク
マリン系抗凝血剤
を本剤と併用する
場合は、プロトロン
ビン時間の変動に
注意し、異常が認め
られた場合には投
与量の調節や投与
中止などの適切な
処置を行うこと。 

本剤のCYP450
に対する阻害
作用により、ク
マリン系抗凝
血剤の代謝を
阻害する。 

トリアゾラム トリアゾラムの吸
収が増大する可能
性があるため、異常
が認められた場合
には投与量の調節
や投与中止などの
適切な処置を行う
こと。 

本剤の胃酸分
泌抑制作用に
より胃内pHが
上昇すること
で、これらの薬
剤のバイオア
ベイラビリテ
ィに影響を及
ぼすと考えら
れる。 
 

アタザナビル 
デラビルジン 
ゲフィチニブ 

これらの薬剤の吸
収が低下する可能
性があるため、異常
が認められた場合
には投与量の調節
や投与中止などの
適切な処置を行う
こと。 

 

 

以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

 


